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センターの進める新一般廃棄物処理施設の整備については、構成市である長浜市・米原市に

とって大きな財政支出となります。センターでは、低廉で良質な公共サービスの提供のため、最

も適切な事業方式を選定するため、事業化シミュレーションを実施し評価を行いました。 

 

♢事業方式の評価手順について 
 

 
１.前提条件の整理 

 

事業概要（敷地、整備施設、施設規模等）の整理をした後、  
先行事例の状況について調査を行い、事業に係る条件の整理
をします。 
 

 
４.参入意向調査 

 

PFI 方式等に対する民間事業者の参加意向や意見を把握する
ため、アンケート方式による参入意向調査をし、今後の事業
スキーム等の参考とします。 
 

各事業方式（従来方式、DBO 方式、PFI 方式等）、法的条
件、資金調達方法の整理をした後、事業形態、対象事業範
囲、一括発注方式の妥当性、事業期間等について比較検討
し、定性評価をします。 

 

 
２.事業スキームの 

検討 
 

３.リスク分担の 
検討 

センターと民間事業者のリスク分担を明らかにし、「どのよ
うにリスクを分け合うか」というリスク分担を設定します。 

 

 
５.経済性の評価 

 
 

これまで（１～４）の条件を踏まえ、事業方式毎のライフサ
イクルコストを算出し、従来方式に対する削減効果
（VFM）を整理し、定量評価をします。 
 

６.事業手法の総合 
評価 

定性評価と定量評価の結果より総合的に評価をします。 
 

 

事業方式を検討するための評価手順と内容 
 

［Vol.12、Vol.15 参照］ 

 

［Vol.14 参照］ 

［Vol.13 参照］ 

 


